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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭の延期日程に変更があり、日時は4/25（水）13：00～13：30となる。
　青陽館からの参加者は、佐羽内裕亮様、稲垣ふき様、吉田富秋様。

・高圧洗浄機で浴槽や天井を清掃すると、素材が壊れる可能性があるため、それ以外の場所で使用すること。

・新年度の人事の発表は今週中に行われる予定。新体制は5/1からとなり、4/30までは現体制での勤務となる。

・4/25の青風荘の花見に青陽館スタッフが1名同行する予定であり、参加スタッフを決めておくこと。
・4/12（木）･4/13（金）秋田緑ヶ丘病院の視察がある。4/12は病院、南山苑、青山荘などを見学し、4/13はLCPみさわを見学予定。青陽館は菅原AOMが案内･説明を行う。また、施設見学に伴い、14:00～15：40は入浴を休止とし、見学終了後入浴再開する。見学は1階から3階までとなっているため、各フロアの環境整備を行うこと。

・人事考課について

　平成29年度下半期の人事考課を作成し、4/13（金）までに小嶋SGMへメールで提出すること。

・部署懇談会について

　外来看護、認知症センター、通所、訪問看護五福は5/7（月）、古民家にて行う。欠席者

は5/10（木）、場所は未定。懇談会では自己アピールの時間があるので考えておくこと。

［提出物］

・疾患別診療計画書：担当医の評価を受け次第、利用者様に説明、署名後、アップロードすること。
・5月プログラムテキスト：4/20（金）16：00までに提出すること。

＜利用者様情報＞

デイケア
・我満　奈津紀様～本日本人の希望により、臨時での受診となる。受診の際には、入院の意思はないとのことだったが、受診終了後に入院を希望している。現在、家では何もできない状態であるとのことで、家庭環境から離れて休養を取り、気力を回復させていく為に入院することとし、本人より了承を得ている。任意入院により本日付けでデイケア利用を中止となる。

・三浦　繁雄　様～本人より架電あり、薬の自己調整を行い様子を見る為、デイケアを欠席したいとのこと。経緯について尋ねると、昨日頭痛がありむらかみ脳神経クリニックを受診、特に問題ないと医師より言われたが、お薬手帳を見て薬の飲みすぎである為、処方薬の服用を全て止めてみるよう言われたとのこと。服薬に関しては、主治医の指示に従い自己調整をしないこと、症状等で気になることがある際には主治医に相談し決めることを伝えている。来所が困難な場合は再度連絡してほしいことや、不調等がない場合は普段通り来所するよう伝え、電話を終えている。以降、連絡がなく来所もしていない為、自宅に電話連絡をしている。母様が対応しており「起こそうとしたんですが具合が悪いからいけないと答えてまして・・・」と話している。「最近、デイケアから帰ってきても落ち込んでいるようでして。時々虚ろな目をしている時もあるんです」「気持ちの問題なのかなと話してることもあり、先生にもちゃんと話すよう伝えてるんですが、どこまで言ってるかもわからなくて」とのこと。今後変わったことや気になったことがある際には連絡が欲しいことを母様に伝えると「わかりました、ありがとうございます」と答え、電話を終了している。上記により、本日欠席となっている。

・佐羽内　裕亮様～いくつかの就労事業所を見学した中で就労B型事業所カシオペアの利用を希望しており、主治医に相談した際にまずはデイケアと両立をするよう言われたとのことで相談に来ている。就労一本にすることで精神的不調を来たしやすくなるためデイケアとの両立を支持することを伝えている。就労頻度に関しては週2、3回を希望しているため、週2～3回を就労日、週1～2回をデイケア通所日とすることとし、特定相談員の森氏にも相談をし就労曜日を決めていくこととしている。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘から情報提供があり、昨日帰荘後、姉様へ電話後に「気持ちが落ち着かない」と話しているため、頓服薬のロラゼパム錠（0.5）を服用しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所するとスタッフを見ており目が合うと笑顔が見られるが、すぐに小走りに移動している。時々窓から外を見ており、「もうすぐ買い物に行く予定なの」と話している。『それまで楽しみに待っていると良いですね』と伝えると、「そうですね」と返答している。外出要求は聞かれず、プログラムには自ら参加し途中退席は見られていない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底していく。

・稲垣　ふき　様～午前中の運動療法のウォーキング、ラジオ体操は行っているが、レクダンスになると床に足を伸ばして座り込んでいる。理由を尋ねると、「右足の膝の内側が痛いんだよ」と話しており、その後は座って休んでいる。午後からは、座学のプログラムには参加することが出来ており、痛みの訴えは聞かれない。上記内容を青風荘に情報提供すると、今週中に整形外科の受診の予定であるとのこと。今後も訴えのある際は話を傾聴し様子観察していく。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、排便‐4日目とのことで、排便状況をみてほしいと申し送りがある。来所は、スタッフと一緒に杖をつきながらゆっくりと歩いている。プログラムへの参加を拒むため、ホールの椅子に座ってラジオ体操、筋肉トレーニングを可能な範囲で取り組んでいる。その後、「神様が周りに見える」と話しており、どんな風に見えるのか尋ねると、「カラスのように黒くて周りに沢山いる」「窓の外を右から左に移動したり、戻ったりしている」と話している。ホールの電気を消すと、「神様が見えなくなった」と幻視様の発言が聞かれている。毎日見えるのか尋ねると、「毎日ではない」と話している。その後は神様に関する訴えは聞かれずに過ごしている。食事は各食1/2量摂取しており、1日を通して排便は見られない。帰荘時には、立ち上がると体が左に傾き、足が前に進まずに転倒しそうになっているため、スタッフ2名で誘導し帰荘している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

・千葉　輝夫　様～朝食後薬は、「おいしいですね」と話しながら服用している。その後の検温では、体温計の使い方が分からない様子が見られたり、体温計のケースに酒精綿を詰め込んでいるため、介入している。昼食後は、一つの食器だけを持って立ちあがっており、食器を洗おうとしているため介入している。歯磨きの準備のためにロッカーの鍵を持って来てもらうと、鍵を食器用スポンジで洗っている。午後には二階の浴室は女性が使用しているが、二階の浴室のトイレに入っている。1つ1つの行動に声掛けを要している。上記内容を息子様に情報提供していく。
ナイトケア
・村上　元道　様～来所時体調や気分の落ち込みについて質問している。表情穏やかに「今日は大丈夫だよ」と話しており、不調や落ち込みはないとのこと。仕事については、疲労感はあるが特に問題なく行えていると話している。昨日から薬が変更になったことについて、「今のところ変わってから何にもないけど、きっと眠気が強くなると思う」話しており、理由は何となくとのこと。継続して服用しながら様子を見てみる必要があることを伝え、不調や変化を感じた際には相談して欲しいことを伝えている。

・下妻　康貴　様～本人より架電があり、4/14（土）に退院が決まったとのこと。今後の生活についてはコルセットを3ヶ月間は外せない為、実家でリハビリを兼ねて生活し、安定してからグループホームに戻る予定で、家族は了承しているとのこと。明日グループホーム世話人へは直接連絡すると話しており、グループホームに戻り次第ナイトケアの利用を再開したいと話している。

